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第8回全国大会・総会の開催にあたって

目次

立命館大学衣笠キャンパス案内図・会場酉己置図

日本リメディアル教育学会第8回全国大会プログラム

特別講演

「学士力と単位の実質化」

1企画の趣旨
2学士力と単位の実質化

【8月 27日 (月 ) 13:30-15:00 3F-4】

司会 :植松 茂男 (京都産業大学)  20
児玉 英明 (京都産業大学)     21
高橋 浩太朗 (文部科学省高等教育局  22
専門教育課専門職大学院室推進係長)

ラウンドテーブル

「単位の実質化とIC丁活用」

1企画の趣旨

2緩やかな大学連携によるICT活用教育の推進 :大学eラーニング
協議会の役割

eラ ーニング実践例 :山梨大学でのmoodle導入と活用

【8月 27日 (月 ) 15:10‐ 17:10 3F‐ 4】

司会 :穂屋下 茂 (佐賀大学)    24
穂屋下 茂 (佐賀大学)。 小松川 浩 (千  25
歳科学技術大学 )

小松川 浩 (千歳科学技術大学)

佐藤 員久 (山梨大学)
Ｏ
υ
　
　
　
　
И
仕 創価大学における電子ポー トフォリオの活用 :ラーニングポー  望月 雅光 (創価大学)
トフォリオを中心に

5教学 IRと は何か ?:大学連携教学 IRの取 り組みを事例に 山田 礼子 (同志社大学)
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ワークショップ 【8月 27日 (月 )15:10‐ 17:10地階多目的ホール】

「Readersttheatre方式による英語学び直し授業のための読角旱と音声表現」 黒倉
:浅野 享三 (南山大学短期大学  34

1企画の趣旨 浅野 享三 (南山大学短期大学部)  35

一般研究発表  (口頭発表 I)

学習支援

1体育大学における社会福祉士養成の課題 :社会福祉士国家試験
合格率の上昇を目指す取り組み
2英語宅習ノー トを導入 して:内発的動機づけをめざして

3講義形式の授業における効果的な授業技法の実践と評価

4東 日本大震災による学習支援への影響

【8月 27日 (月 ) 15:10-17:10

辰巳 佳寿恵 (大阪体育大学部)他

鞍掛 哲治 (鹿児島工業高専)

赤堀 侃司 (白鴎大学)

甲斐 雅裕 (東京工芸大学)他

3F‐ 3】

36

38

40

42

英語

1冠詞つて何 ?:初級英語学習者の文法用語理解度

2学齢の差が望ましい英語授業の要因評価に与える影響

3プライミング効果の知見に基づいたシャドーイング指導法に関
する一考察
4英語多読における成長する読み手のメタ認知ス トラテジー :あ
る学習者のケース・スタディから

【8月 27日 (月 ) 15:10‐ 17:10

徳永 美紀 (福岡大学)

鈴木 政浩 (西武文理大学)

中山 誠一 (城西大学)他

城一 道子 (江戸川大学)

4F-5】

44

46

48

50

シンポジウム

「学習支援のための環境づくり」

1企画の趣旨

【8月 28日 (火)9:30‐ 11:30

司会 :小り|1洋 (聖学院大学)

小り‖洋 (聖学院大学)

3F‐ 4】

54

55
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【8月 28日 (ゥk) 9:30‐ 11:30 2F‐ 25】IC丁

l Web上に公開されたコンテンツを活用 した学習環境設計      穂屋下 茂 (佐賀大学)他       98

2eラ ーニング講義 「リメディアル化学」の金沢大学での実践例   鈴木 健之 (元金沢大学)他      loo

3学 士力醸成への取組み : eラ ーニングによる桜美林大学の学習   本郷 優紀子 (桜美林大学)     lo2
支援

4モ バイル端末を用いた初年次学生に対するリメディアル教育の  有賀 清一 (桜美林大学)他      lo4
取 り組み

記念講演

「キャリア教育と高大接続」

キャリア教育と高大接続

【8月 28日 (クk) 13:30‐ 14:30 3F-4】

司会 : 岡 毅 (立命館大学)     106
荒瀬 克己 (京都市教育委員 会教育  107
企画監 。前京都市立堀川高等学校長)

【8月 28日 (火)14:50‐ 17:503F‐ 4】    ‐シンポジウム

「学習支援における教職協働の営み」                司会 :吉岡 路 (立命館大学)    109
1企画の趣旨                         椋本 洋 (立命館大学)       110
2基調講演 :教職協働のこれまでとこれから:立命館における教   大島 英穂 (立命館大学)
職協働の経験から

3キャリア形成支援を通 じたグローバル人材養成プログラムの開  浅野 昭人 (立命館大学)      112
発・運営における教職協働の取り組み

4国立大学における教育改善と教職協働             江島 定人 (九州大学)       114

5東京経済大学 学習センターの実践と職員の役割         野田 修 (東京経済大学)      116

6大学を越えた教職協働による研修教材の開発          中井 俊樹 (名古屋大学 )      118

一般研究発表  (口頭発表Ⅲ)

【8月 28日 (クk) 14:50‐ 17:50 2F‐ 23】日本語

1大学生の日本語スキルに対する自己評価 :Can do statements  田島 ますみ (中央学院大学)他    120    ・
を使った 診断調査の結果報告

2学生の「気づき」をどう学びにつなげるか           河住 有希子 (日 本工業大学)他    122

3 自律的・主体的 「学士」を育てる学習者特性に着目したポー ト  たなか よしこ (日 本工業大学)他   124
フォリオ

4 日本人大学生の小論文に見られる文体的特徴 :小論文の縦断的  山本 裕子 (中部大学)       126
分析を通して

5学生の作文に見られる話 し言葉について :「からJ節を例に   大野 早苗 (順天堂大学)他      128

6学生の知的好奇心が教材の困難度を克服させる :岩波ブック   要 弥由美 (関西国際大学)     130
レットを読ませた学カレベルの低い学生たちの授業報告

【8月 28日 (クk) 14:50-17:50 4F-5】英語

1受講生130人規模の英語 リメディアル授業 :ブ リッジ・イング   神谷 健一 (大阪工業大学)     132
リッシュ I・ Ⅱの実践事例紹介

2英語 リメディアル教育での指導方法 :英語の語彙指導に関する  田中 深雪 (大東文化大学)     134
考察

3 日本の英語教育の課題とグロービッシュ            酒井 志延 (千葉商科大学)     186

4初級学習者のためのディク トグロス:活発な授業運営のための  山本 成代 (創価大学)他      138
ツールとして

5英文法を再学習する大学生の意識について:英語力中間層に対   間中 和歌江 (東京純心女子大学)  140
するアンケー トから

6大学 (英語)教員がリメディアル教育に活用できる授業デザイ  石井 研司 (立命館大学)      142
ン研究 (実践事例研究):学習者と教員による協同的関わりと
活動を中心に
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1観光関連大学・学部におけるリメディアル教育

2初年次教育受講生の追跡調査

3留学生に対する初年次教育に於ける、ノー トテイキングの指導

4学習過程の可視化と共有 :タイピング練習システムにおける事
例

崎本 武志

村上 昌孝

國弘 保明

近藤 伸彦

(大阪観光大学)

(大阪体育大学)他

(日 本橋学館大学 )

(大手前大学)

186

188

190

192

ICT

ICTを利用 した小 。中学生向け学習教材開発能力の育成

授業筆記で解明する明治期科学教育の源流とその現代的再構成 :

吹き矢・パイプ・システムによる力学授業の具体化・再構成

LMS利用促進を目指した授業での授業改善プロセス:教養科 目
「教育デジタル表現」での取り組み

e Learningを 用いた入学前教育が大学4年間に与えた影響

【8月 29日 (水)9:30‐ 11:302F-25】

米満 潔 (佐賀大学)他       194

小林 昭三 (新潟大学)他      196

藤井 俊子 (佐賀大学)他      198

森川 修 (鳥取大学)他

学習支援

1勉強嫌いの大学生達に英文数学を解かせた事例の考察 :GLEP問
題による学習動機づけの可能性

2 自律的学習支援を目的とする、統一的基準に基づいた入学前英
語教育用教材について

3メ タ認知ス トラテジーの養成へ向けた学習記録の活用

4 リベラルアーツ型大学における学習支援の取り組み

5「聞き読み」のためのデジタル 日本語教材作成とその実践報告

【8月 29日 (ガく) 9:30‐ 12:00 3F-31】

鷲北 貴史 (LEC大学)       202

永井 典子 (茨城大学)他      204

佐藤 恭子 (追手門学院大学)他

石毛 弓 (大手前大学)他

宮本 典以子 (東京工科大学)他
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シンポジウム

「英語リメディアル教育;私はこう考える:基礎学力向上と学習意欲の改
姜自

!

1企画の趣旨

2楽 しいからもつと学びたくなる英語 リメディアル教育:教師の
授業デザインカで学生が変わる

3英語コミュニケーション、楽しいだけでよいのだろうか

4課題遂行と自己効力感を軸にした英語 リメディアル教育 :様々
なアプローチによる授業デザインで “心のケア"

5外部試験を利用した英語 リメディアル教育 :目 標、成功、そし
て投資

【8月 29日 (水)13:00‐ 15:004F‐ 5】

司会 :清田 洋一 (明星大学)    212
清田 洋一 (明星大学)       213

牧野 員貴 (近畿大学)       214

鈴木 政浩 (西武文理大学)     216

石井 研司 (立命館大学)      218

平野 順也 (金沢星稜大学)     220

ラウンドテーブル

「教育広報のあり方を考える」

1企画の趣旨

2 リメディアル教育の情報発信について

3戦略的大学コミュニケーション:大学広報において大事な二つ
のR
4教 育情報の公表義務化 とリメディアル教育 :ユニバーサル段階
の教育指標と大学の情報発信力

5大学の説明責任と社会的貢献について :リ メディアル教育を考
える

【8月 29日 (列く) 13:00-15:00 4F-6】

司会 :長尾 佳代子 (大阪体育大学) 222
中園 篤典 (広島修道大学)     223

中園 篤典 (広島修道大学)     224

廣井 徹 (立命館大学)       226

児玉 英明 (京都産業大学)     228

上島 誠司 (朝 日新聞大阪本社)   230

一般研究発表  (口頭発表V)

学習支援 【8月 29日 (水)13:00-15:003F-3】
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